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区
民
の
ペ
ー
ジ
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
な
ど
、皆
さ
ん
か
ら
の
ご
希
望
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

は
が
き
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル n
ish
i@
city.sap

p
o
ro
.jp
 

で
西
区
総
務
企
画
課
広
聴
係（
上
欄
）へ
。

◎区民のページ  2007・1

作家小檜山博氏と区長室にて
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西区在住50年、作家生活30年、全集刊行と節目の年を迎えた小檜山博氏。
谷口区長は大学時代、小檜山氏は20代に東京で生活をした共通点を持つお二人の
対談の一部をご紹介します。

▲谷口区長
　平成18年4月西区長に就任。

自
然
に
よ
る
心
の
潤
い
を

　
　

地
域
の
力
に
変
え
て

　
　
　
　

  

（
谷
口
区
長
）

谷
口　

私
は
札
幌
生
ま
れ
、
札
幌

育
ち
で
、
大
学
四
年
間
だ
け
東
京

へ
行
っ
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

自
然
の
豊
か
さ
や
人
情
味
な
ど
を

考
え
て
就
職
は
札
幌
で
、
と
思
い
、

今
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

小
檜
山
先
生
が
平
和
地
区
を
選

ば
れ
た
の
は
何
か
お
考
え
が
あ
っ

て
お
住
ま
い
に
な
ら
れ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

小
檜
山　

僕
自
身
は
滝
上
町
の
市

街
地
か
ら
さ
ら
に
十
七
㌔
山
奥
へ

入
っ
た
、
山
と
川
と
空
が
き
れ
い

な
所
で
育
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
、

札
幌
に
住
み
、
転
勤
で
九
年
近
く

東
京
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
東

京
で
体
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
病
院
に
行
っ
て
も
ど
こ
が
悪

い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
へ
ん
と

う
を
取
る
手
術
な
ん
か
を
し
た
の

で
す
が
、
結
局
医
者
が
言
っ
た
の

は
「
水
が
合
わ
な
い
」
。
実
際
札

幌
に
戻
っ
て
き
て
二
カ
月
も
し
な

い
で
治
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

い
か
に
自
分
が
空
気
の
き
れ
い
な

所
で
純
粋
培
養
さ
れ
て
い
た
か
、

ま
た
人
間
は
自
然
に
よ
っ
て
生
か

さ
れ
て
い
る
か
を
身
を
も
っ
て
体

験
し
た
の
で
す
。

　

と
に
か
く
山
の
あ
る
所
に
住
み

た
い
と
探
し
て
、
今
の
所
を
見
つ

け
ま
し
た
。
手
稲
や
琴
似
が
全
部

見
え
る
だ
け
で
な
く
、
石
狩
湾
の

波
ま
で
肉
眼
で
見
え
る
景
色
に
、

や
っ
と
自
分
の
自
然
を
見
つ
け
た

と
思
い
ま
し
た
。

谷
口　

私
も
着
任
時
に
山
あ
り
、

川
あ
り
で
自
然
環
境
が
大
変
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て

地
域
の
方
も
自
然
を
大
切
に
し
て

後
世
ま
で
残
そ
う
と
、
琴
似
発
寒

川
の
一
斉
清
掃
な
ど
区
と
地
域
の

皆
さ
ん
と
協
力
し
た
取
り
組
み
も

あ
る
こ
と
も
印
象
深
い
こ
と
で
し

た
。

小
檜
山　

僕
も
西
野
緑
道
を
散
歩

し
て
い
る
と
、
と
に
か
く
木
が
豊

富
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
も

全
国
で
一
番
住
ん
で
み
た
い
所
に

札
幌
が
挙
が
っ
た
理
由
は
、
も
ち

ろ
ん
人
柄
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

自
然
だ
と
思
う
の
で
す
。

谷
口　

春
先
で
す
と
桜
も
あ
り
ま

す
し
、
今
年
か
ら
は
地
域
の
方
が

中
心
に
な
っ
て
ア
ジ
サ
イ
を
植
え

る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
地
域
の

皆
さ
ん
が
緑
を
大
切
に
し
、
緑
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
緑
に
よ
る
心
の
潤

い
と
い
い
ま
す
か
、
心
が
癒
や
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
方

の
人
間
関
係
も
自
然
環
境
と
マ
ッ

チ
し
た
形
で
進
ん
で
い
く
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
地
域
の
方
と
お
会
い

し
て
も
ご
み
問
題
、
地
域
の
安
全

の
問
題
な
ど
に
一
緒
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
い
う
積
極
的
な
方
が

多
い
で
す
し
、
団
結
力
も
強
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。

小
檜
山　

東
京
に
行
っ
て
気
付
い

た
の
は
、
地
下
鉄
や
山
手
線
で
通

勤
し
て
い
る
と
、
普
通
に
席
を
譲

ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
、
混
雑
で

足
を
踏
ま
れ
る
と
踏
み
返
し
て
や

ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
な
る
。
だ
ん

だ
ん
自
分
が
壊
れ
て
い
く
の
を
感

じ
ま
し
た
。
同
時
に
休
み
の
日
に

三
鷹
台
の
公
園
に
行
っ
て
、
自
然

に
よ
っ
て
自
分
が
癒
や
さ
れ
て
い

く
こ
と
を
非
常
に
敏
感
に
感
じ
と

っ
た
も
の
で
す
。
動
物
と
同
じ
よ

う
に
、
人
間
を
つ
く
る
の
は
人
間

と
自
然
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
川
や
星
や
緑
、
山
が
な
い

所
に
い
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に

不
自
然
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

自
然
に
加
え
て
、
札
幌
人
の
ず

る
さ
の
な
い
人
柄
の
良
さ
と
、
四

季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
「
札
幌
二
度
泣
き
」
と
い
う
言

葉
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
冬
の

寒
さ
を
自
分
の
味
方
に
引
っ
張
り

込
む
気
概
さ
え
あ
れ
ば
こ
ん
な
い

い
所
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

谷
口　

そ
う
で
す
ね
。
私
も
東
京

で
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
て
い
た

の
で
す
が
、
こ
ち
ら
の
お
お
ら
か

さ
を
不
思
議
に
思
っ
て
い
る
友
達

も
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
い
い
形
で

皆
さ
ん
の
連
帯
感
に
つ
な
が
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

▲小檜山氏から西区の子どもたちへのメッセ
ージ。小檜山氏の作品『イタチ捕り』（第79回
直木賞候補作）より。作品の最後で、主人公の
少年が吹雪の中、走りながら悲しみに耐えた
シーンからです。悲しいときでも上を向いて頑
張ろうというエールが込められています。

この対談の一部を1月8日（祝）午前11時から「西区情報プラザ」（ＦＭ76.2ＭHｚ三角
山放送局）で放送します。
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札
幌
が
北
半
球
の
中
心
と

　
　
　
　

 

誇
り
を
持
っ
て

　
　
　
　

  

（
小
檜
山
氏
）

谷
口　

地
域
の
連
帯
感
が
、
市
内

唯
一
の
環
境
モ
デ
ル
区
と
し
て
の

取
り
組
み
へ
の
積
極
的
な
参
加
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

環
境
に
優
し
い
生
活
を
す
る
こ
と

を
宣
言
す
る
「
エ
コ
ラ
イ
フ
10

万
人
宣
言
」
に
は
平
成
十
八
年
十

月
末
に
市
内
で
宣
言
者
が
十
万
人

を
超
え
ま
し
た
が
、
西
区
で
は
二

万
人
が
宣
言
し
て
い
ま
す
。
ま
た

子
ど
も
の
宣
言
者
は
西
区
が
全
体

の
三
十
五
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
も
含
め
、
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
無
理
の
な
い
範
囲
で
、

長
く
続
け
て
い
た
だ
け
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

小
檜
山　

か
つ
て
、
こ
れ
は
西
区

だ
け
で
は
な
く
、
北
海
道
全
体
で

自
然
が
豊
か
で
あ
る
か
ら
開
発
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
自
然
が
豊
か
だ
か
ら
自

然
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

僕
は
米
や
麦
以
外
、
狭
い
土
地

で
す
が
野
菜
や
果
物
な
ど
、
ほ
と

ん
ど
自
分
で
作
っ
て
い
ま
す
。
自

分
で
作
れ
ば
お
い
し
く
て
安
全
と

い
う
の
も
あ
る
の
で
す
が
、
基
本

的
に
そ
う
い
う
物
が
で
き
る
所
に

住
ん
で
い
る
幸
運
、
こ
れ
を
感
じ

る
わ
け
で
す
。
ま
た
作
家
仲
間
か

ら
は
「
こ
ん
な
い
い
所
に
住
ん
で

い
た
ら
小
説
が
書
け
な
い
か
ら
地

下
室
で
書
か
な
い
と
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
い
く
ら
で

買
っ
た
ん
だ
」
と
聞
か
れ
た
と
き

に
は
、
「
一
億
二
千
五
百
万
円
で

な
け
れ
ば
売
ら
な
い
」
と
答
え
て

い
ま
す
。
み
ん
な
び
っ
く
り
す
る

わ
け
で
す
が
、
「
こ
の
風
景
を
ご

ら
ん
な
さ
い
。
海
が
見
え
て
、
街

が
下
に
見
え
る
な
ら
安
い
と
思
い

ま
せ
ん
か
」
と
大
ほ
ら
を
吹
い
て

や
る
の
で
す
。
人
間
が
自
然
の
中

の
一
つ
の
要
素
に
過
ぎ
な
い
と
す

れ
ば
、
自
然
が
な
け
れ
ば
人
間
と

い
う
の
は
壊
れ
て
い
く
。
気
持
ち

を
育
て
る
の
に
西
区
は
絶
好
の
場

所
だ
と
思
う
の
で
す
。

谷
口　

本
当
に
お
っ
し
ゃ
る
と
お

り
で
す
ね
。
緑
も
含
め
て
子
ど
も

た
ち
、
そ
の
ま
た
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
け
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
原
点

に
返
っ
て
住
民
の
団
結
力
で
地
域

の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が

ま
す
ま
す
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

小
檜
山　

僕
は
こ
こ
の
住
民
な
の

で
、
こ
こ
に
住
ん
で
、
こ
こ
の
素

晴
ら
し
さ
は
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。
世
界
中
を
旅
し
て
思
う
こ
と

は
、
北
海
道
は
群
を
抜
い
て
良
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
何
で
も
で
き

る
と
い
う
発
想
の
自
由
さ
が
あ
っ

て
、
平
等
が
あ
っ
て
、
人
の
心
が

豊
か
で
あ
る
こ
と
は
、
抜
群
に
良

い
の
で
す
。

　

僕
が
考
え
る
の
は
、
北
海
道
が

北
に
あ
る
と
か
、
札
幌
が
日
本
の

北
に
あ
る
と
か
で
は
な
く
て
、
地

球
を
回
っ
て
み
る
と
札
幌
は
北
半

球
の
中
心
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
北
半
球
の
ど
真
ん
中
で
、

環
境
が
こ
ん
な
に
す
ご
い
所
は
な

い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
こ
に

住
ん
で
い
る
人
た
ち
に
は
自
分
が

い
か
に
恵
ま
れ
て
い
る
所
に
住
ん

で
い
る
の
か
再
認
識
し
、
誇
り
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
風
土
の
寒

さ
や
厳
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
の
中

に
身
を
置
い
て
、
北
海
道
の
持
つ

す
ご
さ
を
書
き
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

こひやま・はく　作家。1937年網走管内滝
上町生まれ。神田日勝記念美術館館長。北
海道教育大学特任教授。『出刃』で北方文
芸賞受賞。『光る女』で泉鏡花文学賞と北海
道新聞文学賞受賞。1997年札幌芸術賞受賞。
1998年滝上町社会功労賞受賞。2003年『光
る大雪』で木山捷平文学賞受賞。2005年北
海道文化賞受賞。2006年10月柏艪舎から『小
檜山博全集』（全8巻）刊行。西区平和在住。
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区
内
で
行
わ
れ
た

行
事
を
写
真
で

紹
介
し
ま
す
。

広　告　欄

手作りのおせちで迎えるお正月
　12月６日、はっさむ地区センターで「おせち
料理講座」が開催され、女性10人が参加しました。
この日は、おせち料理には欠かせない「だて巻き」
や「きんとん」など６品に挑戦。鬼すだれで形
を整えてきれいに巻かれただて巻きが完成する
と、参加者から感嘆の声が上がっていました。
参加者の一人は「家でもぜひ作りたい」と話し
ていました。

土俵に上がれば気分は横綱
　11月26日、西区民センターで「第20回西区少
年少女相撲大会」が開催され、幼児から小学６
年生までの子ども43人が参加しました。
　子どもたちの気迫のこもった真剣勝負に、場
内からは惜しみない声援や拍手が送られていま
した。

地域の図書館「いちばん星」開館
　11月29日、西園小学校で地域開放図書館「い
ちばん星」の開館記念式典が開催されました。
これは、読書を通じて子どもと大人の交流の場
を拡大することなどを目的に行われているもの
です。
　体育館で児童により図書館のキャラクター名
「ほしまる」が発表され、出席者全員で新しい図
書館のオープンを祝いました。

５歳若く見える？
　12月６日、西野地区センターで「メーキャッ
プレッスン～５歳若返るテクニック」講座が開
催され、女性11人がプロのメークを学びました。
　「若さときれいさは自分でつくり出す」という
テーマで笑顔のつくり方などの講義を受けた後、
実技に挑戦。出来上がった普段とは違ったメー
クに参加者も自然と笑みがこぼれていました。
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第 

回
ア
イ
ス
キ
ャ
ン

ド
ル
冬
物
語

日
時　

1
月
26
日（
金
）〜
28
日

（
日
）午
後
4
時
〜
9
時
。

■
琴
似
地
区

設
置
会
場　

①
琴
似
栄
町
通
歩
道

上（
Ｊ
Ｒ
琴
似
駅
〜
琴
似
神
社
前
）

②
琴
似
小
学
校
周
辺
③
西
区
役
所

周
辺
。

点
灯
式　

1
月
26
日（
金
）午
後
4

時
か
ら
ダ
イ
エ
ー
琴
似
店
前
で
開

催
。
琴
似
小
学
校
児
童
に
よ
る
ソ

ー
ラ
ン
踊
り
と
和
太
鼓
演
奏
を
予

定
。
琴
似
す
み
れ
公
園
（
琴
似
１

-

5
）
で
午
後
4
時
30
分
か
ら
豚

汁
の
サ
ー
ビ
ス
あ
り（
数
量
限
定
）。

※
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
ご
協
力
を　

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド

ル
に
合
わ
せ
て
、
少
し
だ
け
屋
内

の
照
明
を
落
と
し
、
ほ
の
か
な
キ

ャ
ン
ド
ル
の
明
か
り
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集　

キ
ャ
ン

ド
ル
の
作
成
・
設
置
を
お
手
伝
い

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細
琴
似
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
実

行
委
員
会
市い

ち

田た

さ
ん
℡（
631
）6
6

6
1
、
西
区
地
域
振
興
課
℡（
641
）

2
4
0
0
内
線
237

■
八
軒
中
央
地
区

設
置
会
場　

①
八
軒
中
央
公
園
内

②
下
手
稲
通
〜
新
川
通
ま
で
の
琴

似
栄
町
通
沿
い
。

点
灯
式　

1
月
26
日（
金
）午
後
4

時
30
分
か
ら
八
軒
中
央
公
園
内
で

開
催
。
甘
酒
、
豚
汁
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
あ
り
（
数
量
限
定
）。

詳
細
八
軒
中
央
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
℡（
615
）9
5
8
8

■
発
寒
地
区

設
置
会
場　

地
下
鉄
発
寒
南
駅
〜

（
新
琴
似
通
、
稲
山
通
）
〜
Ｊ
Ｒ

発
寒
中
央
駅
。

詳
細
発
寒
商
店
街
振
興
組
合
源げ

ん
こ
う光

さ
ん
宅
℡（
661
）2
8
8
2

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

内
容　

雪
遊
び
、
か
ま
く
ら
な
ど
。

日
時　

1
月
12
日（
金
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分
。

会
場　

琴
似
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド・プ
レ
イ
ル
ー
ム（
山
の
手
4-

2
）。

対
象　

西
区
ま
た
は
近
隣
に
在
住

の
方
（
就
学
前
の
子
ど
も
は
保
護

者
同
伴
で
、
小
学
生
は
保
護
者
の

同
意
を
得
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
）。

費
用
・
申
込　

無
料
、
不
要
。

※
当
日
は
暖
か
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
天
候
に
よ
り
内
容
が

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細
西
区
健
康
・
子
ど
も
課
子
育

て
支
援
係
℡（
641
）2
4
0
0
内
線

484第
７
回
西
区
民
雪
合
戦

日
時　

2
月
25
日（
日
）午
前
9
時

〜
午
後
2
時
。

会
場　

農
試
公
園
多
目
的
広
場

（
八
軒
5
西
6
）。

対
象　

西
区
に
在
住
か
通
勤
・
通

学
の
小
学
4
年
生
以
上
の
方
。

種
目
・
定
員　

①
小
学
生
の
部（
小

学
4
〜
6
年
生
、
男
女
混
合
可
。

監
督
は
成
人
と
す
る
）
②
一
般
の

部
（
中
学
生
以
上
、男
女
混
合
可
）。

1
チ
ー
ム
は
7
〜
10
人
と
す
る
。

申
込　

1
月
15
日（
月
）か
ら
左
記

な
ど
で
配
布
す
る
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
2
月
9
日（
金
）

ま
で
に
提
出
。
多
数
時
抽
選
。

申
込
先
・
詳
細

西
区
地
域
振
興
課

（
琴
似
1-

6
札
幌
琴
似
第
一
ビ
ル

3
階
）
℡（
641
）2
4
0
0
内
線
237

第
 
回
西
区
長
杯
女
性

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
時　

1
月
28
日（
日
）午
前
9
時

〜
午
後
5
時
。

会
場　

西
区
体
育
館（
発
寒
5-

8
）。

対
象　

西
区
在
住
の
女
性
（
高
校

生
以
下
を
除
く
）。

定
員
・
費
用　

50
人
。
千
円
。　

申
込　

1
月
9
日（
火
）ま
で
に
、

西
区
家
庭
婦
人
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
親

睦ぼ
く

会
倉く

ら
は
し
く
に

橋
国
子こ

さ
ん
宅
℡（
611
）8

4
7
5
へ
電
話
で
。
多
数
時
抽
選
。

※
単
独
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ペ
ア
の
組
み
合
わ
せ
は
主
催
者
が

決
定
し
ま
す
。

詳
細
西
区
地
域
振
興
課
℡（
641
）2

4
0
0
内
線
222
、
西
区
家
庭
婦
人

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
親
睦
会
湯ゆ

の

村む
ら

維い

つ津

子こ

さ
ん
宅
℡（
641
）0
2
5
2

西
区
成
人
式
の
ご
案
内

日
時　

1
月
8
日（
祝
）午
後
1
時

〜
3
時（
式
典
は
午
後
2
時
か
ら
）。

会
場　

西
区
体
育
館
（
発
寒
5-

8
）。

対
象　

昭
和
61
年（
1
9
8
6
年
）

4
月
2
日
〜
昭
和
62
年
（
1
9
8

7
年
）
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
。

※
案
内
状
が
未
着
の
方
は
、
当
日
、

会
場
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
西
区
地
域
振
興
課
℡（
641
）2

4
0
0
内
線
222

1月1日からの内容です

13

人　口　208,934人　男 97,874 人
   （前月比＋97） 女 111,060 人
世帯数　92,353 世帯（前月比＋143）
     （平成18年12月1日現在）

19
還付申告の相談受付期間について

●平成18年分所得税の還付申告（給与所得者・年金受
給者）相談受付会場は下表の通りです。

会 

場
・
期 

間

市民会館（中央区北1西1）
2月1日（木）～28日（水）（12日（休）を除く）時間はい

ずれも午
前9時30
分～正午、
午後1時
～4時

西区民センター（琴似2-7）
2月6日（火）～9日（金）
札幌市教育文化会館（中央区北1西13）
3月１日（木）～15日（木）（12日（月）を除
く。15日（木）は午前のみ）

※各会場とも、土・日曜、祝日は休みです。
※込み具合により、時間前に受け付けを終了する場合
があります。また、午前中に受け付けされた方でも、
午後からの相談になる場合があります。
※昨年まで実施していた「中央区民センター」につい
ては開設していませんので、ご注意ください。
詳細札幌西税務署　℡666-5111
　　税務相談室札幌西分室　℡666-5150
●住民税の申告は、3月１日㈭～15日㈭です。
※平成19年から、税制改正により住民税と所得税のし
くみが大きく変わります。詳しくは、区役所などで配
布する小冊子「大きく変わる住民税」をご覧ください。
詳細西区課税課　℡641-2400 内線282
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西
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

①
父
親
教
室

内
容　

グ
ル
ー
プ
体
験
、
講
話
。

日
時　

2
月
15
日（
木
）午
後
6
時

30
分
〜
8
時
30
分
。

会
場　

西
区
民
セ
ン
タ
ー
（
琴
似

2-

7
）。

対
象　

4
〜
6
月
に
初
め
て
出
産

予
定
の
夫
婦
。

定
員
・
費
用　

50
組
。
無
料
。

申
込　

2
月
8
日（
木
）〜
13
日

（
火
）に
電
話
で
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
へ
。
多
数
時
抽
選
。
落
選
時
の

み
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
連
絡
。

②
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

日
時　

1
月
25
日（
木
）、
29
日

（
月
）、30
日（
火
）、
31
日（
水
）。

受
け
付
け
＝
午
前
8
時
45
分
〜
10

時
。
検
診
は
午
前
中
で
終
了
。

会
場　

西
保
健
セ
ン
タ
ー
（
琴
似

2-

7
）。

対
象　

今
年
度
の
胃
が
ん
・
大
腸

が
ん
検
診
を
未
受
診
の
40
歳
以
上

の
方
。

費
用　

右
下
表
の
通
り
。
た
だ
し
、

70
歳
以
上
の
方
ま
た
は
65
〜
69
歳

の
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
、
40

歳
以
上
の
方
で
生
活
保
護
世
帯
・

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
無

料
（
受
診
の
際
に
受
給
者
証
ま
た

は
証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）。

申
込　

1
月
12
日（
金
）ま
で
に
電

話
で
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
。

③
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

日
時
・
内
容　

1
月
12
日（
金
）午

前
10
時
〜
11
時
30
分
＝
「
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い

て
」。
2
月
8
日（
木
）午
後
1
時

30
分
〜
3
時
＝
「
脳
の
病
気
を
予

防
す
る
た
め
に
」。
※
ど
ち
ら
か

の
み
の
参
加
も
可
。

会
場　

西
保
健
セ
ン
タ
ー
。

費
用
・
申
込　

無
料
。
不
要
。

申
込
先
・
詳
細

①
②
は
市
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
℡（
222
）4
8
9
4
③
は
西

保
健
セ
ン
タ
ー
℡（
621
）4
2
4
1

防
災
パ
ネ
ル
展

　

1
月
15
日（
月
）〜
21
日（
日
）は

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」

で
す
。
新
潟
中
越
地
震
、
阪
神
淡

路
大
震
災
の
写
真
パ
ネ
ル
展
を
行

い
ま
す
。

期
間　

1
月
15
日（
月
）〜
21
日

（
日
）。

会
場　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
琴
似

店
（
琴
似
2-

1
）
ト
ラ
イ
・
ア

ン
グ
ル
広
場
。

詳
細
西
消
防
署
予
防
課
℡（
667
）2

1
0
0

西
区
民
セ
ン
タ
ー
か
ら

▽
第
33
回
西
区
新
春
囲
碁
・

将
棋
大
会

日
時　

1
月
28
日（
日
）午
前
9
時

45
分
〜
午
後
4
時
（
予
定
）。

会
場　

西
区
民
セ
ン
タ
ー
（
琴
似

2-

7
）。

対
象　

西
区
に
在
住
か
通
勤
・
通

学
の
方
。

定
員　
〔
囲
碁
〕
各
32
人
。
①
上

級
（
有
段
者
）
②
初
・
中
級
（
1

級
ま
で
）。

〔
将
棋
〕
各
32
人
。
①
上
級
（
有

段
者
）
②
初
・
中
級
（
1
級
ま
で
）。

※
小
・
中
・
高
校
生
（
1
級
ま
で
）

は
、
初
・
中
級
の
部
で
ハ
ン
デ
ィ

無
し
と
な
り
ま
す
。

費
用　

無
料
（
昼
食
は
各
自
）。

申
込　

1
月
5
日（
金
）〜
12
日

（
金
）午
前
10
時
〜
午
後
7
時
に
直

接
来
館
ま
た
は
電
話
で
。
先
着
順
。

▽
西
区
民
講
座

内
容　

左
表
の
通
り
。

対
象　

西
区
に
在
住
か
通
勤
の
方
。

②
は
初
心
者
④
は
マ
ウ
ス
操
作
・

文
字
入
力
が
で
き
る
方
。

申
込　

1
月
9
日（
火
）〜
17
日

（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
7
時
に
直

接
来
館
ま
た
は
電
話
で
。
①
〜
③

は
先
着
順
。
④
は
多
数
時
1
月
18

日（
木
）に
抽
選
。
当
選
者
に
は
電

話
連
絡
。

申
込
先
・
詳
細

西
区
民
セ
ン
タ
ー

（
琴
似
2-

7
）
℡（
641
）4
7
9
1

西
区
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ

教
室

内
容　

左
表
の
通
り
。

申
込　

1
月
30
日（
火
）〜
2
月
2

日（
金
）午
前
9
時
〜
午
後
9
時
に

直
接
来
館
す
る
か
電
話
で
。
定
員

を
超
え
た
場
合
、
2
月
4
日（
日
）

に
抽
選
。
直
接
来
館
す
る
か
電
話

で
結
果
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
詳
細

西
区
体
育
館
・
温
水

プ
ー
ル
（
発
寒
5-

8
）
℡（
662
）

2
1
4
9

■がん検診料金表

胃がん・大腸
がん検診
（セット）

1,100円

胃がん検診
のみ 700円

大腸がん検診
のみ 600円

講　座　名 日時・曜日・回数 定員 費 用※1

①ハーモニカ入門 2月5日～3月19日（月）
午前10時30分～正午（全6回）20人 4,160円※2

②ボディコントロール棒ビクス※3 2月7日～28日（水）
午後1時～2時（全4回） 20人 1,200円

③こだわりのパン作り 2月9日～3月2日（金）
午前9時30分～正午（全4回）16人 4,900円

④パソコン・エクセル（初級） 2月6日～15日（火/水/木）
午後2時～4時（全6回） 20人 4,400円

※1　費用には受講料のほか教材費などを含みます。
※2　ハーモニカをお持ちでない方は別途3,465円で購入できます。
※3　棒を利用して体の内側の筋肉を鍛える新しい運動です。

対象 教　室　名 時　間 期間・曜日・回数 定 員 費 用※1

一般

卓　球 中　級 午前9時30分
　　　～11時

2月20日～3月22日
（火）／（木）全10回 30人 6,100円

（4,800円）

テニス
初中級 午後1時　　

　～2時30分 2月20日～3月23日
（火）／（金）全10回 各10人 7,400円

（6,000円）
中　級 午後2時30分

　　　～4時

※　　定員に満たない場合は中止することがあります。
※1 　受講料のほかに毎回施設利用料が必要。受講料の（　）は、高齢の方（65歳
以上）および身体に障がいのある方の料金。
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西区からのお知らせ

広　告　欄

山
の
手
図
書
館
か
ら

①
こ
ど
も
カ
ル
タ
会

日
時　

1
月
9
日（
火
）午
後
3
時

〜
3
時
30
分
。

②
た
の
し
い
お
は
な
し
会

日
時
・
内
容　

1
月
16
日（
火
）午

後
3
時
〜
3
時
30
分
＝「
雪
の
子
」

ほ　
　

か

。
③
子
ど
も
映
画
会

日
時
・
内
容　

1
月
18
日（
木
）＝

「
ス
ノ
ー
マ
ン
」
ほ　

　

か

。
2
月
1
日

（
木
）＝
「
し
あ
わ
せ
の
王
子
」
ほ　

　

か

。

共
に
午
後
3
時
30
分
〜
4
時
。

④
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

日
時　

1
月
23
日（
火
）、
2
月
6

日（
火
）。
共
に
午
後
3
時
〜
3
時

30
分
。

⑤
豆
ま
き
会

日
時　

1
月
30
日（
火
）午
後
3
時

〜
3
時
30
分
。

詳
細
山
の
手
図
書
館
（
山
の
手
4

-

2
）
℡（
644
）6
8
2
2

は
ち
け
ん
地
区
セ
ン
タ
ー

講
座

内
容　

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
（
幼
児
救
命
方
法
の
講
義

あ
り
）。

日
時　

2
月
5
日（
月
）、
8
日

（
木
）、
12
日（
休
）。
い
ず
れ
も
午

後
2
時
〜
4
時
。
※
ほ
か
に
児
童

会
館
で
の
実
習
あ
り（
日
時
未
定
）。

定
員
・
費
用　

15
人
。
無
料
。

申
込　

1
月
15
日（
月
）か
ら
直
接

来
館
ま
た
は
電
話
で
。
先
着
順
。

申
込
先
・
詳
細

は
ち
け
ん
地
区
セ
ン

タ
ー
（
八
軒
6
西
2
）
℡（
611
）0

9
6
6

西
区
保
育
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

内
容　

保
育
園
の
写
真
展
、
音
楽

鑑
賞
会
（
1
月
30
日（
火
）午
後
1

時
〜
3
時
）
な
ど
。

日
時　

1
月
29
日（
月
）午
前
10
時

〜
午
後
5
時
、
30
日（
火
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時
。

会
場　

西
区
民
セ
ン
タ
ー
（
琴
似

2-

7
）。

費
用
・
申
込　

無
料
。
不
要
。

詳
細
西
区
社
会
福
祉
協
議
会
℡

（
641
）2
4
0
0
内
線
459
、
こ
ぐ
ま

保
育
園
℡（
621
）0
5
1
7

市の除雪作業にご協力ください
◆快適な冬を過ごすためにご協力ください

●路上駐車はやめ
ましょう

●玄関前の雪は皆
さんの手で

●道路への雪出し
はやめましょう

●ごみ出しは除雪
の後で

●砂まきにご協力
ください

◆除雪についてのお問い合わせ
　区内を3地区に分け、各地区に除雪センターを設置し、車道除雪・歩道除雪・運搬排雪などの作業を
一括して効率的に行います。除雪センターには係員が24時間常駐し、皆さんからの問い合わせやご相談
に応じます。
　　・北地区除雪センター（発寒10－14） ℡664-7324
　　・中地区除雪センター（二十四軒4－1） ℡644-5220
　　・南地区除雪センター（福井495－1） ℡666-4139
※地区の範囲は広報さっぽろ12月号にとじ込んだ「冬のくらしガイド」8ページで確認してください。
□市道ロードヒーティングの故障など　建設局道路維持課　℡211-2632
□国道の除雪など　北海道開発局札幌道路事務所　℡811-2261
詳細西区土木センター（西野290-10）℡667-3201
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西区からのお知らせ

　　　

今
年
も
西
区
文
化
フ
ェ
ス
タ
が
、

2
月
1
日（
木
）か
ら
1
カ
月
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
物
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト　

１
月
4
日（
木
）

か
ら
各
区
民
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区

セ
ン
タ
ー
、
大
通
地
下
街
ふ
れ
あ

い
広
場
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
プ
ラ
ザ
こ

と
に
パ
ト
ス
、
西
区
役
所
で
配
布

し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
や
有

料
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

会
場　

タ
ー
ミ
ナ
ル
プ
ラ
ザ
こ
と

に
パ
ト
ス
（
琴
似
1-

4
地
下
鉄

琴
似
駅
地
下
2
階
）。

※
タ
ー
ミ
ナ
ル
プ
ラ
ザ
こ
と
に
パ

ト
ス
の
受
付
業
務
時
間
は
、
午
後

1
時
〜
8
時
。
年
中
無
休
。

詳
細
タ
ー
ミ
ナ
ル
プ
ラ
ザ
こ
と
に

パ
ト
ス
℡（
612
）8
3
8
3
、
西
区

地
域
振
興
課
（
琴
似
1-

6
札
幌

琴
似
第
一
ビ
ル
3
階
）
℡（
641
）2

4
0
0
内
線
237

西区文化
フェスタ
２００７

日　程 開　演 内容・出演者など 入場料など

1日（木）
午後6時50分 オープニングセレモニー（主催者あいさつ） 1/11（木）から入場整理券配布

配布場所：パトス、西区地域振興課午後7時 ブラスアンサンブルの響き　出演：札幌交響楽団メンバー

2日（金） 午後7時 ウインターフライデーコンサート
出演：サクソフォン合奏団（高山流水） 前売1,500円　当日1,800円

3日（土） 午後3時 パトス落語小劇場「入船亭扇遊の会♯3」
出演：落語家　入船亭扇遊 前売・当日共2,500円

4日（日） 午後7時 フラメンコ・ロルカ・ライブ　出演：フラメンコ・ロルカ 前売・当日共1,500円

6日（火） 午後7時 男声ヴォーカルカルテット「ダンディ・フォーコンサート」
出演：石丸俊春、安斎勲、穴水重雄、西村公男

1/11（木）から入場整理券配布
配布場所：パトス、西区地域振興課

7日（水） 午後7時
クラシック・ミーツ・ケルト
出演：バイオリン/武田朗秀、境谷睦美、ギター・パーカッ
ション/大前光弘、ギター/沖田真理、キーボード/辻千絵

前売・当日共1,000円

9日（金） 正午 日本舞踊　出演：吉松派若柳流、吉松会、舟希会、旭美希会

入場無料
10日（土） 正午 「邦楽邦舞発表会」日本舞踊、筝

そう
曲

　　　　　　　　　　　　出演：金花会、陽千会、紫水会

11日（祝）
正午 お琴で唄

うた
おう　　　　　　出演：雅悠会

午後1時 日本舞踊　　　　　　　　出演：渚会

12日（休）
午後2時

演劇「楽屋」　　　　　　 出演：劇団にれ 前売1,000円　当日1,200円
午後4時30分

13日（火）
～18日（日）

午前9時30分
～午後7時

書と華展 ※13日は午後1時開場、18日は午後5時終了。
　　　　　 お茶席：18日（日）午後2時～（なくなり次第終了） 入場無料

20日（火）
午後4時

琵琶と影絵と語りの世界　出演：琵琶と影絵の会 前売・当日共1,500円
午後7時

21日（水） 午後7時 フィンランドの風　カンテレ＆
アンド
ピアノコンサート

　　　　　　　　　　　　出演：アンサンブル「みゅう」 前売1,500円　当日1,800円

22日（木） 午後7時30分 ダンスパフォーマンス・P
プロジェクト・ディ
ROJECT. D　Vol.2　出演：Ｐ

  ピーディーイー　
・Ｄ・Ｅ 前売・当日共2,500円

23日（金） 午後7時 スタンダードジャズVol.7　 出演：T
ザ
he V

  ボイス　
oice

入場無料
24日（土） 午後2時 マンドリン・オーケストラコンサート

出演：札幌シンフォニカ・マンドリーノほか　

25日（日） 午後6時 よしもとお笑いライブ「札幌事変」
　　　　　　出演：タイブレイク、上海ドール、少年マイル 前売500円　当日700円

26日（月） 午後6時30分
ベートーベンとシューベルト
　　　　　　出演：フルート/一戸敦、ファゴット/一戸哲、
　　　　　　　　　ピアノ/一戸憲子、村上明子

前売・当日共2,000円、学生500円

28日（水） 午後7時
フレンチバロックの魅力
　　　　　　出演：リコーダー／原田文夫、中野聖子
　　　　　　　　　チェンバロ／近江宏

前売2,000円　当日2,500円


